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旭川紋別自動車道「奥白滝IC」の追加供用によりスキー場が営業再開

・旭川紋別自動車道の延伸整備により、採算が
取れると判断し、平成19年３月に８年ぶりに北
大雪スキー場が営業を再開。

・営業期間は12月上旬～１月中旬、３月上旬～
５月上旬の短期間であるにもかかわらず、休業
前より多い入場者数となり賑わいを見せている。

・平成20年８月に奥白滝ICが追加供用されたこ
とにより、北大雪スキー場へのアクセス性が向
上し、来場者の利便性も向上。
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・安全性が高まったので満足です（旭川市、男性）
・運転が楽になりました（札幌市、男性）
・スキー場に早く着くようになりました

（旭川市、男性）
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旭川紋別道ルート
(白滝IC利用) 

国道333号ルート

奥白滝IC利用

約25分短縮

約１０分短縮 北大雪スキー場利用者の声

資料：北大雪スキー場
※浮島IC～北大雪スキー場間で算定
資料：H17道路交通センサス

供用後は約1,200人
来場者数が増加

●北大雪スキー場来場者数の推移

●北大雪スキー場へのアクセスルートの変化

●アクセス時間の変化

【奥白滝ＩＣ整備前】

国道３３３号ルート国道３３３号ルート
北見峠の隘路を通過

白滝IC利用ルート

北見峠を迂回できる
が、大きな迂回

白滝白滝ICIC利用ルート利用ルート

北見峠を迂回できる
が、大きな迂回

移動時間短縮
走行の快適性向上

安全性の向上

移動時間短縮
走行の快適性向上

安全性の向上

【奥白滝ＩＣ整備後】
資料：北大雪スキー場
H20.12.6～H21.1.12、H21.4.1～５.6の調査結果（N=3,560台）

●北大雪スキー場来場車両
ナンバープレート調査結果

約３５％が
札幌・旭川方面

からの来場

資料：北大雪スキー場利用者アンケート調査結果
（H21.1.10（土）～11（日）実施）

●奥白滝IC供用による影響
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●位置図

平成20年８月供用

旭川紋別自動車道

集計期間：Ｈ19.12～Ｈ20.1、Ｈ20.12～Ｈ21.1


